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平成3 ･

LO 年(2 0 1 8 年)

時 5 月12 √･牒 価 午後1 時 30 分 ～ 3 時40 分 佃 射 樹

会 場 仙台市福祉プラザ ｢ ふれあい ホ → ･ル_』
(地下鉄南北線 ｢ 五橋｣ 駅､ 南1 番出口 徒歩3 分)

仙台市青葉区五橋 2 - 1 2 - 2 電話0 2 2 -

2 1 3
-

6 2 3 7

人生の 最終段階で希望の 多い ､ 在宅での 緩和ケア ｡ 住み慣れた ｢ わが家｣ で最期を過ごせるなら､

こ んない い こ と はありませ んム ただ､ ノC 配なの は様々 な医療や十分な介護が受けられるかどうか､

です｡

こ の 在宅緩和ケア ､ 介護保険を上手に使 っ て ｢安らかな最期｣ を迎えるための支援をして い ると

こ ろが福島県会薄地方 ･ 磐梯山の ふ もと の 町にあります｡ 不治で末期の状態になっ た時の 医療や介

護を､ 行政と 医療チ ー ム が取り組んでい る姿は､ 多く の他の 町でも役立 つ もの と信じ､ 講演会を企

画しました｡

ド満足死
ク

を目指して -

チ ー ム で在宅緩和ケ ア｣ (6 0 分)

小川医院在宅支援診療所 ･ 日本尊厳死協会東北支部理事

今 田 かおる 氏

｢ 生老病死に寄り添う ー

傾聴か ら学んだ こ と｣ (40 分)

臨床仏教師 楠 恭 信

※ 会場からの質疑､ 応答

定 員 3 0 0 人 会員 ･ 一 般 参加費 無料 どなたでもどうぞ

主 催 一 般財 団法人 日本尊厳死協会東北支部

後 援 宮城県医師会 ･ 仙台市医師会 ･ 河北新報社

協 賛 東北大学実践宗教学寄付講座

問い合わせ先 日本尊厳死協会東北支部 電話0 2 2
-

2 1 7
t
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【講師 紹介】

日本尊厳死協会東北支部 公開講演会
｢在宅緩和 ケアと地域連携 一 磐梯山麓か らの報告｣

l 今田 かおる ( こ ん た かお る)
医師 ･ 小川医院在宅支援診療所 ･ 日本尊厳 死協会東北支部理 事

｢ ばん だい 地域包括ケ アネ ッ トワ
ー ク｣ 略称 ｢ ばんネ ッ ト｣ 会長

杏林大学医学部卒業後 ､ 小川医院医師､ ｢ マ リ ア クリ ニ ッ ク｣ 院長｡ 平成16 (20 04) 年､ 老優施設 ｢ ケ ア

テ ル猪苗代｣ ･ 訪問着護ス テ
ー

シ ョ ン ｢敬愛｣ を立ち上げる ｡ 平成18 年､ ｢ 在宅支援診療所｣ として在宅媛

和ケアを開始｡

ド満足死
ク

を目指して - チ ー ム で在宅穏和ケア｣

平成1 2 年に介護保険制度が始ま っ て18 年が過 ぎま した ｡ 高齢になり ､ 自立した生活が難しくな っ て きた方

は､ 現在で は介護保険を利用する こ とが 当たり前にな ? て い ます｡

私 は､ 平成 3 年か ら在宅 へ の診療を行っ て きて い ますが ､ こ の介護保険制度がで きる前は､ 自宅 に寝た き

りの 方が出ると､ その介護をして い る人は ､ 旅行はもとより ､ 買 い 物に行くこ とさえ､ 難 しい 時代で した ｡

現在は､ 介護や医療保険をうまく利用 して ､ 介護の負担が少 し軽減されて い ます｡ た だ､ そ の 介護軽減の た

めに は､ その 地域の 介護と医療の 連携が どの 程度整 っ て い るかが ､ とて も重要になります｡

福島県会津の 磐梯地域で は ､ ｢ ばん だい 地域包括ケ アネ ッ トワ ー ク｣ とい う介護 ･ 医療の連携団体を平成

27 (2015) 年12月 に立ち上げ､
できるだ け在宅で看取 る ことを推進実行して い ます ｡

今回は､ 高齢者や がんの 終末期 の 方を､ 地域 で どう支えるかを考えた い と思 い ます ｡

顎楠 恭信 (くすの き き ょ う しん)
長照寺副住職 曹洞宗僧侶 ｢ ばん だい 地域包括ケアネ ッ トワ

ー ク｣ 副会長

静岡大学大学院卒｡ 平成27 年､ ( 公財) 全国青少年教化協議会より臨床仏教師の 認定を受け､ 福島県立医

科大学会津医療セ ン タ ー の 媛和ケ ア病棟にお ける傾聴活動や敬愛訪問着護ス テ ー シ ョ ン の ス タ ッ フ の
一

員と

して 在宅 で の患者 の ケア にあた る ｡

｢生老病死 に寄り添う ー 傾聴から学んだ こと｣

生老病死と い う誰もが避けて 通 る こ と が で きない 根本的な苦に対して ､ 宗教者が どの ように関われ るの

か ｡ そう自らに問い ながら臨床仏教師と して歩み始めて 3 年｡ こ れまで ､ 多く の方 と出会 い ､ 吐露され る思

い に耳を傾 けて きま した ｡ 人生 の締め くくりを目の 前に した苦しみや葛藤 ､ そ して 伝えた い 思 い に寄り添う

こ と で見えて きた もの ､ そ して ､ そ こ か ら得 られた学 びを振り返り ､ ｢ 自分ら しく最期まで生きる｣ こ と に

つ い て考えます｡

第2 8 回 ｢仙台駅横 リ ビング ･ ウイル 交流サロ ン｣

テ ー マ ｢協会の新展開
一

会員のために ､ より親切に｣
リビング ･ ウイルを補う ｢私の希望証明書｣ を中心に話し合い ｡

日程 4 月2 0 日 (金) 午後2 時 - 3 時半

会場 ｢せんだいア 工 ル｣ 6 階特別会議室 ( ｣ R 仙台駅西口 徒歩3 分)

お誘い合 っ て ､ どなたでもどうぞ｡ 無料｡ 問い合わせは､ 東北支部に ｡




